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1 至1至 峯V　　　　　V VI
変　数 塙校学カー般）（国語学力）（社会学力）（英語学力）（数学学力）
ん2
1 総合問題 ．0娃0 154 一 ．201 ．288　　　－．291 一 ．184 ．267
英




口 和文英訳 ．009 ．006 一 ．366串 134　　　－．239 一 ．024 ．2ユ0
4 問 題1 ．088 一 ．051 ．017 ．050　　　．385＊ ，130 178言式 数
5 問 題琵 ．074 一 ．162 ．036 一 ．016　　　．289 一 ．056 ．120
6 間 題1茎1 一 ．040 132 一 ．Oi5 一 ．058　　　．541＊ 一 ．11違 ．328
学
7 問 題N ．036 一 ．086 ．054 一 ．048　　　．269 199 ．126
8
成
国 現 代文 130 ．524＊ ．000 一 ．036　　　－，i38 一 ．01魂 ．312




隣 漢 文 一 ．003 ．113 一 ．030 ．020　　　．005 ．婆42＊ ．209
11 社 ムム 一 ．0玉5 一 ．0娃2 ．569＊ ．081　　　－．0婆1 一 ．040 ．336
12 国 諺五
口口





．775＊ 137 ．358＊ 191　　　－．087 一 ．139 ．810
14 校 数 学 ．538雰 一 ．151 ．099 ．499事　　　，387＊ ．071 ．726
15 理 科 ．725＊ ．008 ．087 ．262　　　．324＊ 一 ．024 ．707
成
ユ6 英 撚口口 ．431＊ ～ ．041 ．024 ．676＊　　一．098 ．06玉 ．659
17 績 保健体育 ．634＊ 一 ．073 一 。143 一 ．090　　　．077 一 ．060 ．荏45
18 烈’
瓜
衛 ，521＊ ．060 一 ．玉26 ．019　　　．021 ．144 ．313





































1 実 講　読 184＊＊　　　　　　　　118＊　　　　　　　　－038　　　　　　　　　　074　　　　　　　　　－006
専
2 專 習 作　文 235＊＊　　　　　　　　　177＊ボ　　　　　　　ー030　　　　　　　　　　　198＊＊　　　　　　　－068
3 大 1 文　法 205＊＊　　　　　　　　　177＊＊　　　　　　　　066　　　　　　　　　　　135＊　　　　　　　　　－003
4 門 ● L　L　・ 235＊＊　　　　　　　　　106＊　　　　　　　　　－125＊　　　　　　　　　　203　＊＊　　　　　　　　－050
5 攻 2 会　話 222＊＊　　　　　　　040　　　　　　　　　－096串　　　　　　　　　181宰＊　　　　　　　－072
6 教 講　読 057　　　　　　　　　　　083　　　　　　　　　　　062　　　　　　　　　　　066　　　　　　　　　　－075
実
7 学 作　文 191　ネ＊　　　　　　　　080　　　　　　　　　　－062　　　　　　　　　　　043　　　　　　　　　　－020
翌









12 成 関 連 科　自 298＊＊　　　　　　　　　240＊＊　　　　　　　　　084　　　　　　　　　　－009　　　　　　　　　　－066
13
一
人 文 科　学 222寧＊　　　　　　　　252＊＊　　　　　　　069　　　　　　　　　　078　　　　　　　　　　038
14 般
教
祉 会 科　学 278＊＊　　　　　　　　204＊＊　　　　　　　　028　　　　　　　　　　　117＊　　　　　　　　　　037
15 育 自 然 科　学 273＊＊　　　　　　　　　158＊＊　　　　　　　　027　　　　　　　　　　　000　　　　　　　　　　－019
16 績 外 国 語 科　農 226＊＊　　　　　　　　238ホ＊　　　　　　－054　　　　　　　　　　317＊率　　　　　　　一〇38
17 保健体育科呂 185＊＊　　　　　　　　　125＊　　　　　　　　　－077　　　　　　　　　　　001　　　　　　　　　　　019













































19 20 21 22
19 高校学カー般鐵子
20 羅語学力因子 10荏＊
21 社会学力因子 113卓 一 〇10
22 英語学力困子 212＊＊ 一 G61 GO9




















1 実 講　読 112 ．39ユ＊ ．287　　　．068 ．272 一 ．028 ．327
2
專
習 作　文 18零 ．356＊ ．399＊　　　151 ．252 一 ．050 ．408
3 大 1 文　法 ．078 ．娃17＊ ，28婆　　　．003 ，351ホ ．107 ．396
4 辱 L　L ．223 ．238 ．460寧　　　179 ．056 一 ，119 ．367攻
5 2 会　話 117 ，320＊ ．畦50＊　　．092 134 一 ．070 ．350
6 講　読 ．040 ．574＊ ．076　　　　132 ．026 。112 ．367
実
7 学 作　文 ．341＊ ．358＊ ，2ユ5　　　．049 110 一 ．167 ．333
科 摺
8 会　話 ．236 ．280 ．Ol3　　　，271 一 ．102 一 ．139 ．237
9
3
選　択 ．299 ．688器 ．127　　　　116 ．110 ㌦G54 ．608
10 講義 ・ 演鷲 、372雰 ．379＊ ．230　　　．333＊ ．208 ，053 ．491
翻
11 成 卒業論文 121 186 ．125　　　，430・ ．095 。195 ．298
12 関 連 科　臼 ．543串 168 ．055　　　　163 ．3荏2＊ 136 ．488
13
～
人 文科学 ．266 153 181　　　～．090 、567本 146 ．護78
14 般
敏
祉 会科学 ．330＊ ．055 ，307＊　　一．017 ．335＊ ．035 ．320
15 育 晦 然科学 ．493＊ ．070 ．097　　　．022 184 ．094 ．300
16 績 外 羅 語科黛 ．080 ．321＊ ．502＊　　　，053 ．404＊ 一 ．116 ．541
17 保健体育科 目 ．630＊ ．268 一 ．031　　　－．031 ．055． 一 ．182 ．507
18 取 得 単位数 ．357＊ 158 ．117　　　　143 ．345＊ 一 ．117 ．320
19 基 高校学カー般子 ．390＊ 一 ．032 ，419＊　　一．055 101 ．221 ．391
礎
20 学 鴇語学力巨く1子 ．131 ．Ol2 一 ．031　　　，2喚5 ．461臨 一 ．030 ．291
カ
，
21 因 祉会学力困子 ．003 ．017 一 ．051　　　－．003 ．018 ．544＊ ．299
f一
22 ス 英語学力脚子 一 ，046 ．031 ．娃82＊　　㌦084 一 ．014 ．007 ．2魂3
コ
23 ア 数学学力因子 ．046 ㌦047 ．050　　　－．荏03霜 ㌦051 ．057 175
糊 膚 偵 5，217 ．935 。896　　　．621 ，473 ．392 8，534
囲子負荷籔、300以上を解釈の主たる対象とし，・印を付した。
　C因子（第3因子）は，大学成績では外国語科目と専攻語学の実欝第1・第2課程を中心にかな
りの負萄を示している。しかし実穰第3課程にはあまり負荷がみられず，わずかに一般教膏の社
会科学に負荷がある。上述の第2因子が基磯学力因子に負荷がなかったのに対して，この因子は
英語学力田子を中心に高校学カー般因子にも負荷している。したがって，この因子は基礎的な
「英語学力因子」と考えられる。
　D因子（第4霞子）は，大学成績の卒業論文，専攻の講義・演習に負荷し，国語学力困子に負
荷の傾r角を示し（．245），数学学力因子とは負の負荷を添している。専攻科目の講義・演習は，専
攻する外国語を主たる国語とする外国の文化に関する知識の習得を授業毯標としてお｝）　t卒業論
文も専攻外国語に関するものか外国の文化を中心とする題員に関するものとされている。したが
って，この因子は仮に「專門縮識因子」と命名解釈する。
　E因子（第5因子）は，大学成績では～般教育科醤の人文科学と社会科学，外国語科欝，専門
教育科臣の関連科臨，実習第1・第2課程の文法，取得単位数に負荷を示し，基礎学力では国語
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学力困子の國子スコアにかなり負荷している。したがって，この因子は「国語学力因子とみなさ
れる。
　なお，F因子（第6因子）は，基礎学力としての社会学力因子にかなりの負荷を示しているが，
大学学業成績各変数とは．2以下でほとんど負荷がない。大学成績との関連において，この因子を
解釈することはできない。
　以上のように，專攻語学を中心とする大学学業成績を構成する学力因子は，「基礎学力因子」「専
攻語学因子」「英語学力因子」「（外国文化の）専門知識因子」「国語学力因子」の5因子からなることが
見い出された。この申でもっとも大きな因子であるヂ基礎学力因子」は，第1報の「高校学カー般因
子」と先の研究（大澤，1977・1978b）で「外国語学部学力國子」と仮に命名した因子とが複合
したものと考えられる。いずれにせよ，高校各教科に共通して得られた因子が大学成績のさまざ
まな科冒に共通した学力因子とともに兇い出されたことになる。また，専攻語学に関係する獲子
は，「専攻語学因子」と「英語学力困子」であることが見い出され，前者は専攻語学実翌の基礎か
ら応用に至る外国語学の因子であi）　，入試や高校調査書成績とは無関係なのに対し，後者は專攻
語学の基礎的な段階を支えている因子であるといえる。
要　　約
　外国語学部学生の専攻語学を中心とした学力構造を明らかにするために，1972～1974の各年度
に入学し，1975～1977の各年度に卒業した者から，英語・イスパニア語・wシア語の3学科男女
各50名ずつ無作為に抽出した合計300名を対象とし，入学試験成績11変数・高校調査書成績7変
数・大学学業成績18変数を統計的に分析した。
　1）入学試験と高校調査書の成績を，高校での学習到達度を示す大学教育のための基礎学力と
みなし，これら18変数の因子分析（主因子法→バリマックス回転）から，外国語学部学生の基礎
学力は，因子の大きさの順に「高校学カー般」f国語学力」「社会学力J「英語学力」「数学学力」の5
因子から構成されていることが確かめられた。また第1報の受験者群との比較から，外国語学部
学生にとって「国語学力」因子が学力上の重要な役割をもっと示唆された。
　2）これら基礎学力5因子の困子スコアと大学学業成績各変数との稲関（ピアソンの偏差積率
根関係数）を求めたところ，「高校学カー般」と「国語学力」の2因子は大学学業成績変数の多く
と正の相関関係にあり，大学においてもなお一般的な基礎学力として広範囲の学業成績に影響を
及ぼしていることが示唆された。また「英語学力」因子は語学関係の変数の～部と正の根関を
示し，とくに專攻語学の実習第1・第2課程での基礎的な学力としての影響が示唆された。「社会
学力」困子は卒業論文とわずかながら正の相関を示したが，「数学学力j困子ともども大学成績と
の明確な関連は見い出せなかった。
　3）専攻語学を中心とする大学学業成績18変数および上述の基礎学力5因子の圏子スコア5変
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数の合わせて23変数の因子努析から，つぎの5因子が解釈された。第1因子「基礎学力因子」は
高校大学に共通するところのきわめて基礎的だが外国語とは関係のない学力因子である。第2因
子「専攻語学因子」は，専攻語学実習第1課程から第3課程までと関係する大学での外国語学力
の困子である。これに対して第3因子「英語学力因子」は専攻語学の実習第1・第2課程と外国
語科目に関係する。第4困子「専門知識困子」は卒業論文と專攻の講義演習に，第5因子「国語
学力因子」は一般教育の人文科学と社会科学，関連科目，外国語科目などに負荷している。
　このように，外国語学部で達成される学力には，高校での全般的な基礎学力や国語学力の広範
な影響がみられ，英語学力は專攻語学実習前半の基礎段階と関係するが実習後半の応用段階では
関係がみとめられない。結局，本研究における外国語学部学生の学力構造は，「基礎学力」「專攻語
学∫英語学力」「（外国文化の）專門知識」「国語学力」の5因子で説明されることが示された。
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